
 
 
 
 
 

岐阜市には、金華山、長良川をはじめとする誇るべき自然環境が多くあります。その一方で、生活環境の変化、生

活基盤を支える様々な整備などにより貴重な自然環境が減少している事実があります。そのような現状の中、今一度

岐阜市の自然環境を見つめ直し、私たちの財産として、自らの手で素晴らしい自然環境を次代へ引き継ぎましょう。 

 岐阜市の自然や環境活動の情報を「岐阜市自然・環境活動ニュース」としてお伝えします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※表題番号を地図で表示しています 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

            <読売新聞 加藤学氏撮影> 

 今年も、達目洞では、ヒメコウホネの可憐な花が咲

き始めました。週末にはたくさんの人が訪れます。 

 4 月 30 日

（金）には、岐

阜東幼稚園の

園児の皆さん

が遠足で訪れ

ました。皆で春

の達目洞を満

喫しました。 

 

 5 月 15 日（土）には、毎年恒例になった「自然観

察会・ドロンコ遊び」が開催されました。達目洞自然

の会の会員さんの他、岐阜北幼稚園の園児や大学生に

皆さんなど多くの人が集まりました。 

田植え前の代掻きされた田んぼで、綱引きやドッヂ

ボール、ボールを使

ったビーチフラッ

グなど大学生が考

えてくれた企画を

楽しみました。 

参加した子ども

達も大学生も最後

には、ドロドロ、真

っ黒になりながら

楽しんでいました。 

 ドロンコ遊びに後は、豚汁が振る舞われました。 

 

このような、里地の自然豊かな達目洞にはたくさん

の貴重な動植物が生息しています。しかし最近、達目

洞ではその動植物の採取が見られます。 

次世代に貴重な動植物・里山の自然を残すためには、

保全活動だけでなく、観察される方のマナーが必要と

なります。ぜひ、マナーを守って楽しまれるようお願

いします。 

達目洞で観察を楽しまれるために、自然と触れ合う

ために以下をマナーとしてお願いしています。 

(1) 木道や観察コースから外れて歩かない！ 

足元に貴重な植物が生息しているかもしれません。 

木道や観察コースを外れて、一旦踏み跡がついた場所

の植生は簡単には回復しません。写真撮影などは木道

を外れずにお願いします。木道の混雑時には道を譲り

合って、お楽しみ下さい。 

(2) 植物を採取しない！ 

達目洞では、法的に採取が禁止されている植物があ

ります。禁止されていない植物であっても採取はご遠

慮下さい。 

 

 

5 月 30 日（日）に

上雛倉で自然観察会

が開催されました。 

上雛倉エコクラブ

の皆さんを中心に、地

元住民、小学生など多

数の参加者が集いま

した。 

天気もよく、絶好の

①達目洞では、ヒメコウホネの花が咲きました 

②上雛倉では、自然観察会が開催されました 
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－岐阜市の自然・環境活動に関する問い合わせ－ 
岐阜市 自然共生部 自然環境課 

TEL：058-265-4141（内線：6541） FAX：058-267-1374 

Email：shizen@city.gifu.gifu.jp 
 

岐阜市自然・環境活動情報サイト「ぎふネイチャーネット」 http://gifu-nature.net 

観察会日和でした。 

近くの川で魚とりを

しました。カワムツやタ

イリクバラタナゴなど

いろんな種類の魚がい

ることが分かりました。

上雛倉の自然の豊かさ

を実感できて、自然観察

会は大盛況でした。 

 

 

６月６日 (日) 岐阜市内を流れる長良川右岸 鵜飼

大橋上流の岐阜市竹林広場公園で、ボランティア「風

と土の会」主催による、竹をテーマにした楽しみいっ

ぱいの祭り『第１０回 竹の子まつり』が行われまし

た。 

 竹林公園内では、大勢の親子や子どもたちが、竹の

子狩りやチェックポイントの「環境クイズ」を解きな

がら回る竹林エコオリエンテーリング、竹とんぼ・マ

イ箸・ウグイス笛などの竹細工教室、竹の間伐体験、

竹馬乗り、などなどたくさんの体験メニューで長良川

の自然にふれあい、楽しい時間を過ごしていました。 

 また、「環境クイズ」の正解者には、生ごみ堆肥な

どのプレゼントや女性会員が採れたて竹の子を竹筒

で炊いた竹の子ご飯などが振る舞われ、旬の美味を味

わっていました。 

 

 

 

 

 

 

 

<竹細工教室>          <竹の子ご飯> 

 

 

 平成１７年から芥見東地区の里山や周辺の湿地で

自然環境保全の活動をされていた有志の皆さんで、昨

年 12 月に「大洞の里山つくろう会」を設立されまし

た。「大洞の里山つくろう会」では、大洞の大切な宝

である里地・里山の自然環境の保全を通じて地域の交

流を促進する活動をすす

めていかれるそうです。 

4 月の活動では、硯石

池に繋がる尾根の散策道

整備を行いました。 

 これは、今秋に開かれ

る「自治会の歩け歩け大

会」で地域の人達が安全

に里山の自然と

ふれあい、交流を

深めるための整

備です。 

 12 月には整備

された里山内の

広場で「里山まつ

り」が開催される

そうです。大洞の里山づくりでまちが元気になること

を期待しています。この地域は春にはシデコブシ、夏

にはサワギキョウやミズキボウシの花が咲きます。ヒ

メタイコウチやホトケノドジョウも生息しています。 

これらの自然を感じに皆さんも一度出かけて見て

はいかがですか？ 「大洞の里山つくろう会」の活動

は毎月第４土曜日午前中です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

<硯石の前で記念撮影> 

 

 

 

6 月 13 日（日）関市文化会館、関市池尻の長良川

で、天皇皇后両陛下のご臨席のもと、「第 30 回全国

豊かな海づくり大会 ぎふ長良川大会」が開催されま

した。海のない岐阜県では、「清流がつなぐ未来の海

づくり」をテーマに関市での式典、放流・歓迎行事、

全県全ての市町村において、12、13 日の両日、関連

行事が開催されました。 

 式典では「豊かな森、川、海を守り育て、次の世代

に引き継ぐ」との大会決議を採択しました。 

 現在、長良川では、水質や生息する魚類などに様々

な問題や課題を抱えています。「森・川・海」や流域

の視点として、この問題を捉え、流域に営む全ての人

の力で問題を解決し、豊かな長良川の清流や自然を次

代に引き継いでいかなければなりません。 

 「岐阜市の自然・環境活動ニュース」では、これら

の一助となるべく、岐阜市や長良川流域の自然環境や

活動の情報をお伝えしていきます。 

⑤「第 30 回全国豊かな海づくり大会  

ぎふ長良川大会」が開催されました 

③「第 10 回 竹の子まつり」が開催されました 

④「大洞の里山つくろう会」の活動紹介 


